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本年１０月１０日（土）に、香川大学、四国学院大学、徳
島文理大学の大学生にご参加いただいて、２つの模擬事例
を用いて再犯防止について考えていただくグループワーク
を実施しました。

最初の事例は、直前にリストラにあった人が、食べるのに
困ってコンビニでおにぎりを盗んだという事例で、その人
が罪を犯した原因は何か、個人の問題と、社会の問題の両
方の側面から考えていただき、どうすれば再犯に及ばない
かなどについて話し合っていただきました。

次の事例は、傷害により服役していた人が、仮釈放後に、
就職できなくて自暴自棄になっているという事例でしたが、
その人が今一番必要としていることや、自分が雇用主とし
て雇うことができるか、雇えるとしたらその条件はなにか
などについて話し合っていただきました。

グループワーク後、各班で話し合った内容を発表いただき
ましたが、最初の事例では、本人が誰かに頼ることができ
ていなかった、そもそも頼る先があることを知らなかった、
支援施設・制度などの広報が足りなかったのではないかな
どの意見が出た上、次の事例では、服役中に資格を取得す
るなどしていたことに触れ、その努力をまず認めて褒める
ことが必要ではないか、雇用主としては、雇いにくいとい
う事情も分かるので、研修期間としてお互いに準備期間を
設けるなどの取組などもあればいいのではなどの意見が出
ていました。

若い世代の人たちが、模擬事例を元に再犯防止について自
ら考え、また、他の人の様々な意見も聞くことによって、
更に知識と関心を深める機会となっているのではないで
しょうか。
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